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Gay Dad in Canada 

 

              カナダの Gay Dad 

 

                      Mr. Austin 

 

  

 

Q. ご自身のこと、仕事と家族について教

えてください。 

生まれてからずっとカナダのアルバー

タ州に住んでいる。自分は機械エンジニ

ア、夫は土木エンジニアとして働いてい

る。付き合い始めて 13年、結婚して 5年

になる。自分はつねに家族をつくりたい

という気持ちが最優先で、夫との最初の

デートの際にも伝えたほどだった。現在

私たちには 1歳半になる娘がいる。娘の

Mayaは提供卵子で生まれた。つまり、ド

ナーと代理母は別の女性だ。 

自分は代理出産について話すのが楽し

いし、「二人の男性が赤ちゃんを産む」

というトピックは多くの人を引き付け

る。ソーシャルメディアを使ってたくさ

んの人たちとつながり、LGBTの家族がい

るという事実を広めようと思っている。 

いまも機械エンジニアとして働いてい

て、COVID-19以来ずっと在宅勤務してい

る。私と夫は同じ会社で働いていている

ので、ともに家にいて、ファミリーライ

フを満喫できている。自分は副業として

Amazonでも 4年ほどビジネスをしてい

る。アマゾンマーケットプレイスで売れ

行きが良い商品を見つけ、これらの商品

をさらに良いものにするためのクールで

革新的な方法を考える。そして海外（主

に中国）から仕入れ、米国に送って販売

する。これらのプロセスをリモートで行

っている。娘がデイケアにいる午前中に

仕事をして、午後は娘と過ごすという生

活を送っている。 

 

  

Q. 代理出産を依頼し、子どもが生まれる

までについて教えてください。 

はじめは知らないことがたくさんあっ

た。代理出産を経験した知り合いが一人

もいなかった。 はじめに訪れたエージェ

ントは小規模で一定の地域内でしか活動

をしていなかった。卵子ドナーについて

自分と夫に知らせる情報をコントロール

したがった。私はより多くの情報を知り

たかったので、もっと柔軟に対応できる

オンラインでの活動にシフトした。これ

によって仲介者の存在を排除し、直接、

卵子ドナーのプロフィールを見ることが

できるようになった。 

卵子ドナーを見つけるのに 6か月かか

った。見つけてすぐに、彼女しかいない

と感じた。すぐにエージェントにコンタ

クトをとった。私たちは彼女に、熱心に

説得する手紙を書いて、ドナーになって

くれるよう頼みこんだ。彼女は卵子ドナ

ーになるのは初めてだった。以来、私た

ちと彼女の関係は続いている。医師は、

カナダでは 97％のカップルが匿名のドナ

ーを選ぶと言ったが、私たちは正直であ

りのままでありたかった。 

私たちは、カナダのクリニックとは反

対側の場所へ飛び、ドナーと会い、受精

卵を作った。21個の卵が採取できた。そ

のうち 18個に受精させ、9個が受精卵と

なり、適格なのは 6個だった。半分には

私の精子を使って、残りの半分は夫のも

のを使った。 

受精卵を作ってから代理母を探した。

卵子提供をすすめてくれた会社の姉妹会

社に頼むことにした。決めるまでに 7－8

人のプロフィールを閲覧した。私たちが
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重要だと考えた条件は、例えば、出産経

験があること、健康で BMIが適切である

こと、所定の年齢の範囲内であることな

どだ。この条件のすべてを満たす人物を

ついに見つけて、前に進む決心をした。 

代理母はトロントを生活の拠点として

いたので、妊娠中に 1度、出産してから 1

度、彼女を訪ねた。ちょうど COVID-19

が広まった頃だった。まさか出産に立ち

会えるとは思っていなかったが、代理母

が看護師に話してくれて、出産に立ち会

うことができたのでラッキーだった。そ

れ以来、関係が続いていて、将来、また

代理出産を考えたときは彼女に依頼しよ

うと思っている。それほど密接なつなが

りはないが、良い関係で、時々、写真を

送りあったりしている。代理母自身には 5

人の子どもがいる。 

私と夫は早い段階から弁護士を依頼

し、卵子ドナーや代理母と契約を結ん

だ。この契約には、出産時の法的保護者

は誰かということなどを含んでいた。代

理母は経験豊富で、すでに代理母を 3回

やっていた。書類へのサインは出産後、

直ちに、そして迅速に行われた。 

 

 

Q. 代理出産のプロセスで、大変なことは

なんでしたか?  

自分たちで課した厳しい条件のせい

で、代理母を見つけるのは難しかった。

また、最初の頃は、少しでもその条件を

手放して代理母を信頼することは難しか

った。初めて親になる身として、代理母

はこうあるべきということについて少し

強迫観念を抱いていたようだ。 

また、代理母の居住地と距離が離れて

いたので難しいこともあった。妊娠中の

彼女をもっと見ることができればよかっ

たのにと思う。彼女に掛かった経費はす

べて補償されたが、代理出産そのものに

ついての補償はなかった。利他的だった

ということだ。契約で規定された上限額

があった。おかげで、金銭面の話し合い

が必要なかったので気が楽だった。 

 

 

Q. LGBT friendlyを標榜しているエージ

ェントを選ぶべきでしょうか?   

それについては、カナダのエージェン

トだったらどこも問題ないだろう。彼ら

は顧客が家族をつくる手助けをすること

を目的としているので、その家族構成が

ゲイやレズビアンであろうが、ストレー

トであろうが重要ではない。 

 

 

Q. 子どもが産まれてから、ワークライ

フ・バランスやパートナーシップに変化

は生じましたか?  

ワークライフバランスについては、は

っきりと変化があった。父親になる前

は、娘の睡眠パターンについて楽観的に

考えていたし、彼女が寝ている間に仕事

をうまく片付けることができるだろうと

簡単に思っていた。実際は、一日のほと

んどの時間を彼女と過ごしているので、

労働時間は不足している。それは構わな

いのだが、空いた時間を有効に使う能力

が不可欠だ。 

夫との関係も、よい意味で確実に変化

している。夫が自分の子どもと接してい

るのを見るのは喜ばしい。以前にも増し

て彼に愛情を感じる。二人きりで過ごす

時間をつくることは簡単ではないうえ

に、お互いの両親から子育てを助けても

らおうと思っても COVID-19で全部ダメ

になった。しかし、今は外部からの援助

が得られるようになってきた。いいこと

もあれば悪いこともあった。 
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Q.  親としての経験は人生をどのように変

えましたか? 

いちばん大変なのは時間を見つけるこ

と。性格的に忙しくしているのが好き

で、副業も気に入っている。そこで、優

先順位を付けることにした。娘がなによ

りも優先で、その次に何をやるかを自分

で選ばなければならない。 

自分にとって大きな喜びは教えること

と、ささいな瞬間だ。子どもたちがほん

の短い時間で多くのことを学ぶのは驚き

だ。 

自分が親になり、振り返ってみると、

親が自分にどれだけのことをしてくれた

か、本当の意味で理解はしていなかった

と思う。自分には遺伝上のきょうだいが 3

人、養子縁組のきょうだいが 3人いる。

どのようにして両親が全てをやりくりし

てやり遂げたか、想像もつかない。前よ

りももっと、両親をありがたいと感じる

ようになった。 

 

 

Q. 卵子ドナー、代理母とどのように付き

あっていますか? 

彼女たちとは友人としてつきあってい

る。日々の子育ての問題で、彼女たちに

依存していると思いたくはないが、健康

の問題など、シリアスなことも含めて、

心配事があれば、気楽に話せるような関

係でいたい。しかしそれは、すごく密接

な関係というわけではない。 

夫と私は「Mom (お母さん)」という言

葉は使わない。卵子ドナーのことを指し

て「お母さんはどうしている？」と聞い

てくる人もいるだろう。やっぱり母親が

必要だ、と娘には思ってほしくないの

で、私たちは娘といるときは“お母さ

ん”という言葉を使わない。 

  

 

Q. オープン・ドナーを選ぶ Gay Dadsは

少ないと聞きます。それはどのような理

由からでしょうか? 

彼女たちと関係を持つのは良いことだ

と思っている。子どもは、父親から産ま

れたわけではないといずれ知るだろう。

だから、ドナーが誰かを知っているのは

良いことだ。秘密にすればするほどもっ

と知りたくなるものだ。私と夫はドナー

や代理母のことを隠そうと思ったことは

一度もない。            

 

  

Q. 子どもの出自を知る権利について、

LGBTコミュニティではどのくらい啓発

されていますか?  

個人的には、娘が将来、出自を探る機

会を得ることは非常に重要なことだと考

えている。しかし、ゲイコミュニティ全

体がどうかについては、わからないの

で、自分から話せる情報はない。 

もし、娘が、特別そのことに関心がな

いようなら、それはそれで問題ない。 

 

 

Q. 子どもを育てている現在、大変なこと

は何ですか? 

娘が最近気に入っている言葉は「NO」

で、なんにでも「NO」と言う。本当はや

りたいと思っていてもだ。これをうまく

やり過ごすために、私と夫は「YES」と

「NO」以外の選択肢を与えるようにして

いる。今のところうまくいっているよう

だ。 

現時点でもう一つ大変なことは、社会

性を育むこと。COVID-19で人と直接会う

ことが限られている。デイケアは社会性

を養うには最適な場所だが、COVID-19を

恐れているほかの親たちに無理やり交流

を求めるのは躊躇している。 
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Q.  子どもに代理出産のことは話していま

すか?   

まだ娘には代理出産のことは話してい

ない。多様な家族や代理出産に関する本

はいくつか持っているので、それを使っ

て彼女に知ってもらおうとしているが、

まだ幼いので全部は理解できないよう

だ。 

いつかは娘を代理母と卵子ドナーに会

わせたい。卵子ドナーは最近、子どもを

出産した。将来私たちに紹介したいと言

っている。卵子提供の際の契約の条項の

一つに、当事者のそれぞれが子どもを持

った場合、子どもの名前と所在地を開示

しなければならないというものがある。

それは、将来、子どもたちがデートする

ことを防ぐため。 

 

 

Q. 子どもの学校生活について、心配な

ことはありますか?  カナダでは、Gay 

Dadsを持つ子どもは、たくさんいます

か? 

子どもが孤立する可能性がある状況や

環境に入る際は、親ならだれでも心配す

はず。私たちが娘に望むことは、自信を

もって生きてほしいということ。私たち

家族はほかとは違うが、問題はない。1月

初めに娘は幼稚園に通い始める。私は、

受け入れる環境が整っているか事前にそ

の幼稚園をよく調べた。すべてにおい

て、私たちは自信をもって娘を育てたい

と思っている。 

カナダにはかなり多くのゲイペアレン

ツがいるだろう。COVID-19があって、多

くの人たちとは交流できていない。自分

が住んでいる地域で、ゲイペアレンツの

知り合いはいないが、いずれ会いたいと

思う。 

 

 

Q. Gay Dads向けのグループがたくさんあ

るようです。そのようなグループに加入

していますか?   

Men Having Babiesが主催のパネルディ

スカッションに参加したことがある。そ

こで子育てについて話をした。ほかの父

親たちと会うことができて良かった。イ

ンスタグラムでもそのような交流を持つ

ことができる。 

私と夫は、最初の代理出産のエージェ

ントを見つけるためにグーグルを利用し

た。なぜなら、誰かと直接、顔を見なが

ら話がしたかったから。そうすることで

後々、確信をもってプロセスに参加する

ことができた。 

カナダには大規模なサポートグループ

はないが、自分たちが住んでいる地域に

は、クィアペアレンツ向けの小規模のサ

ポートグループがある。そこのフェイス

ブックを見たことがある。こうしたグル

ーブで交流を持ちたいとは思うが、スト

レートカップル向けのグループにも同じ

くらい参加したいと思っている。特に

LGBTのグループに参加したいと強く思っ

ているわけではない。しかしより一般的

なサポートグループを探したいとは思っ

ている。 

ソーシャルメディアを通して自分はイ

ンフルエンサーになり、色々な関係を持

つことができた。コンタクトをしてくる

のは、ほとんどが中東やヨーロッパの人

たちだ。質問の多くはカミングアウトに

関すること。彼らは私がやってきたこと

を見て、同じようにやりたいから。 

 

 

Q.  経済的な理由で代理出産を諦めるゲイ

カップルは多いでしょうか?   
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その通りだ。私たちは給料の良い仕事

に就いていたため、代理出産に際してロ

ーンを組む必要はなかった。多くの人が

代理出産で家族をつくりたいと思ってい

るのにそれができないのは、経済的な余

裕がないから。費用は家の頭金以上かか

る。ストレートカップルにとっても同様

に高額なものだ。不妊はカナダでは障害

と見なされないので政府による一部助成

金は出ない。 

家族計画において、お金は確実に心配

事となる。しかし、私にとってお金は問

題とはならない。家族のほうが大切。私

は元々子どもを４人持ちたかった。しか

し、夫は二人だけでいいと言っている。

妥協案を探っているところ。 

 

 

Q. なぜ、他の人と比べて迅速に代理出産

のプロセスをすすめることができたので

しょうか。 

代理出産に要する時間については、当

時私たちは全然知らなかったが、私たち

の卵子ドナーは完全にオープンでいてく

れ、幸運だった。私たちがプロセスを迅

速に進めることができたのはタイミング

が良かったことと幸運が重なったから。 

私と夫にはあと５つの受精卵が残って

いる。二つは私のもので、三つは夫のも

の。卵子ドナーを選ぶとき、夫の外見と

マッチするように、濃い肌の色の人を意

識的に選んだ。Mayaは、遺伝上は私の娘

だが、夫によく似ていると多くの人が言

う。私の受精卵を使ってあと２回代理出

産にトライしてみようと考えていて、そ

の時は同じ代理母にお願いしようと思っ

ている。彼女は現在妊娠中で、あと二週

間で生まれる予定だ。９回目の出産とな

る。もし彼女にお願いしたら、彼女にと

ってそれは１０回目の出産となるだろ

う。医療面での懸案はすでに解決してい

る。すでに良好な関係を築いているか

ら、同じ代理母に頼むのが安心だ。しか

し、法律関連のことをよりきちんとする

ために、次回もエージェントを通すつも

り。 

エージェントと契約を結ぶ際に、私た

ちは２回の出産の保証をカバーする、高

額なオプションの方を選んだ。だから、

二人目の子どもの時も同じエージェント

を利用しなければならない。 

 

 

Q. カナダで代理母を見つけることができ

なかった場合、海外へ行くことは選択肢

にありましたか? 

これについては、私も夫も選択肢とし

て考えたことはなかったが、可能性とし

ては全くないというわけではなかっただ

ろう。絶望的になったことはなかった。

いつも時が来ればピッタリな人を見つけ

られると思っていたから、海外に目を向

けるほどの苦境に立たされたことはなか

った。私たちのエージェントはカナダを

拠点としていたが、海外からの依頼者は

たくさん来ていた（特にフランスか

ら）。 

 

 

Q.エージェントで審査はありましたか。 

私と夫が親となるのにふさわしいか確

かめる精神医学的な審査がひとつあっ

た。また、精子生存率の検査も行った。

卵子ドナーと代理母にも複数の審査があ

った。 

 

 

Q. エージェントで、子どもの知る権利に

ついて何かガイダンスはありましたか?  

特になかった。カナダの法律に従った

子育ての基本に関する文書はもらった。
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通常通り、出産の次の週に看護師の訪問

があった。彼女はゲイのカップルと働い

ていて、好ましい人だった。しかしその

時も、知る権利に関する公式の手引きは

なかった。 

 

 

Q. その他、コメント 

私は子供のころから信心深く、教会へ

通うのが楽しかった。しかし、娘にこの

ことを説明するのは難しい。キリスト教

から、価値あることや大人になるために

必要なことを教わることができる。しか

し、もし同性愛者に敬意を払わず、尊重

しない教会にいる場合、自分たちについ

てわかってもらったり、正当化したりす

ることは難しい。 

子どものころからずっと通っている教

会がある。そこの人たちはありがたいこ

とに愛情深く寛容だけれど、私たちのよ

うな家族を好まない人たちにどうやって

理解してもらえばいいのかわからない。

教会を変えようかとも思うが、彼らと強

い一体感を持っている今となってはなか

なか難しい。 

 

 

(2011年 11月) 

 

 

 

 

Austin Link 
 

夫との間に代理出産で生まれた娘がひと

りいる。職業は機械エンジニア。副業と

して FBA（フルフィルメント By Amazon

の略。Amazon の倉庫に商品を保管し、

注文後の梱包や発送、返品などの配送業

務を代行するサービス）も行っている。 

 

インスタグラム(@austnplz)やブログなど

で家族の様子を発信している。 

 

https://www.austinplease.com/my-story
https://www.austinplease.com/blog

